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株主総会参考書類
　

第１号議案　取締役６名選任の件

　本定時株主総会終結の時をもって、取締役全員が任期満了となりますので、取締役６名の選

任をお願いしたいと存じます。

　

　取締役候補者は、次のとおりであります。

　
氏 名
（ 生 　 年 　 月 　 日 ）

略歴、当行における地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当行
株 式 の 数

１

とう

当
ま

麻
しげ

茂
き

樹
（昭和23年９月29日生）

昭和47年４月　株式会社第一勧業銀行（現 株式会社みずほ銀行
および株式会社みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行）入行

平成12年６月　同行執行役員
平成13年５月　同行常務執行役員
平成14年４月　株式会社みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行常務執行役員
平成14年11月　いすゞ自動車株式会社取締役副社長
平成19年６月　同社取締役
平成22年５月　当行顧問
平成22年６月　当行代表取締役社長（現任）

普通株式
36,266株

２

なか

中
むら

村
ゆき

行
お

男
（昭和29年９月５日生）

昭和53年４月　株式会社日本長期信用銀行（現 株式会社新生銀
行）入行

平成12年10月　当行審査業務部長兼ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ･ﾘｽｸ統轄部長
平成19年４月　当行審査業務部長兼ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ･ﾘｽｸ統轄部長兼ｵﾍﾟ

ﾚｰｼｮﾅﾙﾘｽｸ管理部長
平成20年６月　当行執行役法人営業統轄本部長
平成21年10月　当行常務執行役法人営業統轄本部長
平成22年６月　当行代表取締役専務執行役員ﾘｽｸ管理部門長
　　　　       (現任)

普通株式
6,040株

３
J.ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ﾌﾗﾜｰｽﾞ

（昭和32年10月27日生）

昭和54年３月　ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ･ｻｯｸｽ証券会社入社
昭和63年12月　同社ﾊﾟｰﾄﾅｰ
平成８年10月　ｴﾝｽﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟ取締役
平成12年３月　当行取締役（現任）
平成14年11月　Ｊ．Ｃ．ﾌﾗﾜｰｽﾞ社会長（現任）
平成19年８月　ｹｽﾗｰｸﾞﾙｰﾌﾟ取締役（現任）
平成20年９月　ﾌﾗﾜｰｽﾞ･ﾅｼｮﾅﾙ銀行会長（現任）

普通株式
91,879,634株

４

か

可
に

児 　
しげる

滋
（昭和18年９月20日生）

昭和41年４月　日本銀行入行
平成４年５月　東京金融先物取引所（現 株式会社東京金融取引

所）常任監事
平成８年５月　日本銀行文書局長
平成11年５月　東京証券取引所常務理事
平成14年４月　日本電気株式会社顧問
平成16年６月　当行取締役（現任）
平成18年４月　横浜商科大学教授（現任）

普通株式
15,846株
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氏 名
（ 生 　 年 　 月 　 日 ）

略歴、当行における地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当行
株 式 の 数

５

まき

槇
はら

原 　
じゅん

純
（昭和33年１月15日生）

昭和56年９月　ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ･ｻｯｸｽ証券会社入社
平成４年11月　同社ﾊﾟｰﾄﾅｰ
平成８年11月　同社東京支店共同支店長兼株式部門共同部門長
平成12年７月　株式会社ﾈｵﾃﾆｰ取締役会長（現任）
平成14年３月　株式会社ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ取締役
平成17年３月　RHJｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ取締役（現任）
平成17年６月　株式会社博報堂DYﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ顧問（現任）
平成18年６月　ﾏﾈｯｸｽｸﾞﾙｰﾌﾟ株式会社取締役（現任）

普通株式
200,000株

６

たか

高
はし

橋
ひろ

弘
ゆき

幸
（昭和12年３月１日生）

昭和34年４月　三井物産株式会社入社
平成８年６月　同社代表取締役常務取締役人事部長
平成９年６月　同社監査役
平成12年６月　同社顧問
平成12年10月　社団法人日本監査役協会専務理事兼事務局長
平成17年10月　同協会理事
平成18年６月　当行取締役（現任）
平成18年６月　松下電器産業株式会社（現 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ株式会社）

監査役（現任）
平成19年６月　協和発酵工業株式会社（現 協和発酵ｷﾘﾝ株式会

社）監査役（現任）

普通株式
15,846株

（注）１．現に当行の取締役である候補者の当行における担当については事業報告（21頁）に記載しております。
　

２．候補者と当行との特別の利害関係について
(1) 当行はNIBC Bank Ltd.に対して融資を行っていますが、同行の完全親会社であるNIBC Holding N.V.を間

接的に支配しているNew NIB Limitedに対して、Ｊ．ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ﾌﾗﾜｰｽﾞ氏が49％の議決権を保有しておりま
す。

(2) 当行は、Ｊ．ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ﾌﾗﾜｰｽﾞ氏が設立し、会長をつとめる投資助言会社であるＪ．Ｃ．ﾌﾗﾜｰｽﾞ社が助言を
行うJCF Associates Ⅱ Ltd.及び JCF Associates Ⅲ Ltd.がそれぞれ運営するＪ．Ｃ．Flowers Ⅱ Ｌ．
Ｐ．及び Ｊ．Ｃ．Flowers Ⅲ Ｌ．Ｐ．に対して出資を行っています。また、同社が運営する当該ファン
ドの一部につき、当行は同社と助言に関する取り決めを行っています。

(3) 平成20年１月、Ｊ．Ｃ．ﾌﾗﾜｰｽﾞ社により助言を受けた４つの投資ヴィークルが、公開買付けによって当行
の普通株式358,456千株を取得し、さらに当行の資本基盤増強のため117,647千株の新規発行普通株式を引
受けました。加えて、平成23年３月、当行が行った海外募集による新株式発行に際し、同投資ヴィークル
及びＪ．ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ﾌﾗﾜｰｽﾞ氏は、合計で172,000千株の新規発行普通株式を取得しました。
Ｊ．ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ﾌﾗﾜｰｽﾞ氏は当行の取締役であり、Ｊ．Ｃ．ﾌﾗﾜｰｽﾞ社の創設者かつ経営陣でもあります。

その他の取締役候補者と当行の間には、いずれも特別の利害関係はありません。
　

３．Ｊ．ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ﾌﾗﾜｰｽﾞ、可児　滋、槇原　純、高橋弘幸の各氏は社外取締役候補者であります。
　
４．社外取締役候補者に関する事項は以下のとおりであります。
(1) 社外取締役候補者の選任理由について

①　Ｊ．ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ﾌﾗﾜｰｽﾞ氏につきましては、銀行業務、金融サービス業及び金融業務全般についての専門
性と幅広い見識を当行の経営に反映していただくため、社外取締役として選任をお願いするものです。

②　可児　滋氏につきましては、リスク管理分野における見識と銀行業務に関する幅広い知識を当行の経
営に反映していただくため、社外取締役として選任をお願いするものです。

③　槇原　純氏につきましては、金融に関する豊富な知識、また、国内及び国外での経験を当行経営に反
映していただくため、社外取締役として選任をお願いするものです。

④　高橋弘幸氏につきましては、企業監査に関する高い見識と幅広い分野に亘る業務経験を当行経営に反
映していただくため、社外取締役として選任をお願いするものです。



2011/05/18 13:51:11 ／ 10725999_株式会社新生銀行_招集通知

取締役選任議案

－ 5 －

(2) 社外取締役候補者が最後に選任された在任中に当該株式会社において法令又は定款に違反する事実、その
他不当な業務執行が行なわれた事実、並びに当該事実発生の予防のために当該候補者が行った行為及び当
該事実の発生後の対応として行った行為について

　
当行は平成22年６月30日、金融庁より、金融機能の早期健全化のための緊急措置に関する法律及び銀行法
に基づき、業務改善命令を受けました。これは、平成22年３月期の当行単体決算が、経営健全化計画の単
体収益目標値を大幅に下回ったことによるものです。
本命令を受けて、当行は、今後の経営戦略を明確にする業務改善計画を平成22年７月30日に金融庁宛て提
出しました。これに先立つ平成22年７月21日の取締役会において、収益安定化やリスク管理、ガバナンス
強化の重要性について認識を新たにした上で、業務改善計画の承認を行っております。社外取締役候補者
Ｊ．ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ﾌﾗﾜｰｽﾞ、可児　滋、高橋弘幸の各氏は、この業務改善命令を受ける以前より、取締役会を通
じて収益力向上等について議論を行っており、業務改善命令を受けた後も、業務改善計画の着実な実行に
資する監督活動を行うとともに、当行収益基盤の更なる強化やリスク管理体制強化のために、取締役会に
おいて様々な観点から議論を行っております。
　

(3) 社外取締役候補者が過去５年間に他の株式会社の執行役又は取締役、監査役に就任していた場合において、
その在任中に当該株式会社において法令又は定款に違反する事実、その他不当な業務執行が行われた事実、
並びに当該候補者がその事実の発生予防及び発生後の対応として行った行為について

　
高橋弘幸氏が社外監査役をつとめている松下電器産業株式会社（現パナソニック株式会社）は、警視庁発
注の交通信号機工事の営業活動に関して、公正取引委員会から、平成18年３月に審判審決を受け、また、
同年９月に課徴金の納付命令を受けました。同氏は同年６月に同社監査役に就任しましたが、この事実の
発生後、再発防止に向けた同社の取り組み内容を確認しました。また、パナソニック株式会社は、冷蔵庫
用コンプレッサー事業の独占禁止法違反行為に関して、平成22年９月に米国司法省と、同年10月にカナダ
競争局との間で、それぞれ罰金を支払うことに合意しました。高橋弘幸氏は、当該違反行為が判明するま
では当該違反行為を認識しておりませんでしたが、平素より法令遵守の視点に立ち取締役会等を通じて法
令に反する業務執行が行われないよう職務を遂行し、また努めておりました。また同氏は、当該違反行為
の判明後は再発防止に向けた同社の取り組み内容を確認しました。
　

(4) 社外取締役候補者のうち現に当行の社外取締役である者が社外取締役に就任してからの年数について
　

①　Ｊ．ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ﾌﾗﾜｰｽﾞ氏の社外取締役の在任期間は、本定時株主総会終結時をもって通算10年３ヶ月で
あります。

②　可児　滋氏の社外取締役の在任期間は、本定時株主総会終結時をもって７年であります。
③　高橋弘幸氏の社外取締役の在任期間は、本定時株主総会終結時をもって５年であります。
　

(5) 社外取締役との責任限定契約の内容の概要について
　

社外取締役候補者Ｊ．ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ﾌﾗﾜｰｽﾞ、可児　滋、高橋弘幸の各氏は、当行と会社法第427条第１項に基
づき責任限定契約を締結しております。その内容の概要は、任務を怠ったことによる損害賠償責任を限定
するものとし、かかる任務懈怠により当行に損害を与えた場合、社外取締役が職務を行うにつき善意で重
大な過失がないときは、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額を限度として損害賠償責任を負担
するものとなっております。上記３名の再任が承認された場合、当行は３名各氏との間の上記責任限定契
約を継続する予定であります。また、新任社外取締役候補者の槇原　純氏は、取締役に選任された場合、
上記と同内容の責任限定契約を当行と締結する予定であります。
　

５．当行は、株式会社東京証券取引所に対して、可児　滋、高橋弘幸の両氏を独立役員とする独立役員届出書を
提出しております。
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第２号議案　監査役１名選任の件

　監査役渡部　晃氏は、本定時株主総会終結時をもって辞任いたします。つきましては、監査

役として新たに監査役１名の選任をお願いしたいと存じます。

　なお、本候補者は辞任された監査役の補欠として選任される者ではなく、その任期は、選任

後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会終結の時までとなりま

す。

　本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

　監査役候補者は、次のとおりであります。

　
氏 名
（ 生 　 年 　 月 　 日 ）

略歴、当行における地位および重要な兼職の状況
所有する当行
株 式 の 数

１

かぎ

鍵
いち

市 　
あきら

昭
（昭和23年２月25日生）

昭和47年４月　株式会社日本長期信用銀行（現 株式会社新生
銀行）入行

平成11年11月　当行参与米州部長兼ﾆｭｰﾖｰｸ支店長
平成12年３月　当行参与審査部長
平成14年４月　株式会社ｸﾞﾘｰﾝﾊｳｽ常務取締役
平成17年11月　株式会社ﾏｻﾞｰﾊﾞｰﾄﾞ常務取締役
平成20年９月　株式会社ｺﾝﾌｫｰﾄｳｨﾝｸﾞ代表取締役社長
平成22年６月　当行専務執行役員ﾁｰﾌｵﾌﾞｽﾀｯﾌ
平成22年10月　当行専務執行役員ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｽﾀｯﾌ部門長ﾁｰﾌｵﾌﾞ
　　　　　　　ｽﾀｯﾌ
平成23年４月　当行専務執行役員（現任）

普通株式
12,383株

（注）監査役候補者と当行との間には、特別の利害関係はありません。
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第３号議案　補欠監査役１名選任の件

　法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備えて、会社法第329条第２項に定める

補欠監査役１名の選任をお願いしたいと存じます。本候補者は、当行の社外監査役以外の監査

役の補欠としての補欠監査役候補者といたします（なお、平成22年６月23日開催の当行第10期

定時株主総会にて補欠社外監査役として選任された保田眞紀子氏は、引き続き当行の社外監査

役の補欠としての補欠監査役といたします。）。また、補欠監査役の選任の効力は、就任前に

限り、監査役会の同意を得て、取締役会の決議によりその選任を取消すことができるものとさ

せていただきます。

　本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

　補欠監査役候補者は、次のとおりであります。

　
氏 名
（ 生 　 年 　 月 　 日 ）

略 歴 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況
所有する当行
株 式 の 数

１

すず

鈴
き

木
さと

啓
し

史
（昭和35年８月26日生）

昭和59年４月　株式会社日本長期信用銀行（現 株式会社新生銀
行）入行

平成17年５月　当行ﾆｭｰﾖｰｸ駐在員事務所長
平成19年10月　新生ﾏｯｺｰﾘｰｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ株式会社出向
平成20年１月　当行ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｴｸｲﾃｨ部部長
平成20年４月　当行国際法人営業部部長
平成21年１月　当行監査委員会事務局部長
平成22年６月　当行監査役室長（現任）

0株

（注）補欠監査役候補者と当行との間には、特別の利害関係はありません。
　
　

以　上　




